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乳幼児健診では、絵本の読み聞かせと共に「ブックスタート」による絵本のプレゼントを行って

います！会場では子育てボランティアさんが絵本を読んで下さっています。今回は松原さん・川谷

さんがお手伝いして下さいました♪ 

３歳児健診  

in さるふつ 

７・８カ月健診  

回 
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「こども・本・わたし」 

       

 

 

この冊子には、絵本への思いや自分が小さい頃の絵本との出会い、わが子と絵本など、絵本にまつわる様々な

ことが書かれております。子育てしているお父さんお母さんたちを中心に原稿の依頼をさせていただき、一つの冊

子にまとめています。ブックスタートだよりの中でも掲載し、紹介をしていきます。 

 

「子育てと絵本」 

              鬼志別 山田 瑛美香 

私は子育ての中で絵本を読む時間をなるべくつくるように心がけています。産まれた時から１歳になるまで

はよく読み聞かせをしていましたが、今は仕事復帰をして、毎日の生活をこなすだけで精一杯で、テレビやタ

ブレットに頼りがちで娘もYoutube 大好きになってしまいました。(笑) 

ですが、絵本も変わらず好きでいてくれているので時間ができた時には、娘に何か絵本読んであげるよー

と声をかけるようにしています。 

ブックスタートでいただいた絵本や購入した絵本を一緒に読んでいると絵本の良さがよくわかります。例え

ば、「いろいろばあ」という絵本では「にょろーん」「ぽっぽっぽっ」などの擬音がたくさん出てくるので、少し工

夫して読むだけで子供達はよく笑ってくれたのでとても育児の手助けになりました。 

 「ぺんぎんたいそう」も娘は大好きで、1歳半頃は、この本を読むと娘もぺんぎんの真似をして一緒に体操

をしてくれていたので、その姿がとてもかわいくて、夫も私もこの本ばかり読んでいました。 

下の子が産まれてからは「ちょっとだけ」という絵本をよく読み聞かせしていたのですが、この絵本は赤ちゃ

んが産まれた時の上の子の気持ちや母親の上の子への愛情がよくわかる内容になっていて、我が家にも赤

ちゃんが産まれて同じ状況だったので、この絵本を読み聞かせるたびにいつも涙しながら読んでいました。 

 今回「こども・本・わたし」を書くにあたってこうして思い返してみると絵本を通して娘の成長をとてもよく感

じることができました。絵本を読んであげる時間を作るのはなかなか大変ですが、絵本でしか感じられない子

の成長や愛おしさってあるのかなーと思います・・・。息子にはあまり絵本を読んであげられていないので、もう

少しだけ頑張って夜寝る前に読み聞かせの時間を設けようと思います。（R５執筆） 

乳幼児健診時のブック

スタートの際に、７～８カ月

健診を対象に配布させて

いただいております。 


